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このことについて、八王子市立学校の管理運営に関する規則に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

記  

１ 教育目標 

 （１）学校の教育目標 

人間尊重の精神を基盤とし、豊かな創造性と、自律的・協働的に行動して社会に貢献する資質・

能力を備えた、持続可能な社会の担い手となる児童の育成を目標とし、以下の教育目標を定める。 

○仲よく （豊かな心…進んで協力し、認め合い、思いやりのある児童） 

◎元気で （健やかな体…体を動かすことを楽しみ、気力・体力・意欲のある児童） 

○頑張る子（確かな学力…よく学び、実行力・継続力のある児童） 

 

 （２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

    「すべての子どもが笑顔になる学校」の実現をめざし、持続可能な地域連携と多世代間の交流

を深め、南大沢中学校グループ校として、義務教育９年間を見通した特色ある教育活動を行う。 

ア 「健やかな体の育成」のために、自分の心と体に関心を高め、望ましい食習慣・生活習慣を 

確立し、生涯にわたって健康で安全な生活を送る「豊かなスポーツライフ」の基盤となる資

質・能力を養う。「遊び」の要素を重視した体育学習、特別活動等を通して、身体を動かす楽

しさや心地よさを味わわせると共に、外遊びを奨励し、運動の日常化と体力の向上を図る。 

イ 「確かな学力の育成」のために、多様な教員が授業に関与し、1 人 1 台の学習用端末を活用 

した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実させる。基礎的・基本的な知識・技能を汎

用的に活用しながら、子どもの必然の中から生まれる学習課題を解決する授業を展開する。 

ウ 「豊かな心の育成」のために、地域の「人・もの・事」との主体的な関わり合いの中で、自 

他の生命を大切にし、相互に認め合う人権教育・道徳教育を推進し、自己を受容し、他者を

思いやる児童を育む。 

エ 「不登校児童への支援」のために、児童一人ひとりの様子を全教職員で共有し、保護者・関 

係諸機関と連携しながら、多様な教育機会の創出、居場所づくりをすすめ、個に応じた支援を

充実させる。 

オ 「いじめの防止等の取組」のために、全教職員がいじめ総合対策の理解を深め、正確な実態 

把握と課題の共有を図り、一人ひとりに応じた適切な支援を行うとともに、いじめを絶対に許

さない、という風土を醸成する。 

カ 「特別支援教育の充実」のために、特別支援教室と連携し、教員の指導力向上、校内全体の 

学習環境、授業形態等のユニバーサルデザイン化をすすめ、一人ひとりの教育的ニーズに応え

る教育活動を推進する。 

キ 「小中一貫教育のさらなる充実」【南大沢中学校グループ（南大沢小、柏木小）】 

義務教育修了段階までの９年間を切れ目なくつなぎ、義務教育終了時には、「郷土を大切に考

え、郷土や社会のために貢献したいと考える生徒」が育成できるよう、小中一貫教育グループ

が一体となって以下のような児童・生徒を育てていく。 

〇よく学び創造する児童・生徒       

〇進んで協力し思いやりのある児童・生徒 

〇健康で逞しい児童・生徒 



第１号の２表                        学校名 八王子市立南大沢小学校 

２ 指導の重点 

 （１）各教科等 

   ア 各教科（外国語活動を含む） 

① 単元の内容に応じて担当教員を柔軟に配置し、個々の教員の強みを活かすことで、教科の

専門性や授業の質の向上、多面的な児童理解を推進する。 

② 各種学力調査等の結果を踏まえ、小規模校としての利点を活かし、異学年に向けた対話と

発表を通した協働的な学びを展開し、思考力、表現力等の向上を図る。 

③ 算数科及び高学年の理科においてプログラミング教育を実施し、児童にプログラミング的

思考を育むと共に、その汎用化を図る。 

④ 短い時間を活用した教科指導を設定し、国語科・算数科において１人１台の学習用端末を

用いたドリル型学習コンテンツを児童の習熟度に応じて計画的に取り入れる。 

⑤ 外国語活動、外国語科においてＡＬＴやデジタル教材、ネイティブスピーカー交流等を活

用した授業を推進し、外国の言語および文化に触れさせ、国際性豊かな児童を育成する。 

   イ  総合的な学習の時間 

① ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を推進し、小山内裏公園の里山保全活動、養蚕文

化の体験学習、稲作を通した循環型社会の理解など、持続可能な未来を担う児童の資質能

力を育成する。 

② 近隣の豊かな地域資源を活かし、多世代間の交流をすすめ、地域への愛着と日本遺産等の

伝統を後世につなげていこうとする意識を育て、地域づくりの主体者としての自覚を育む。 

③ 教科横断的な指導計画の中で、学んだことを基礎に身近な環境の中から必然性のある問題

を掘り起こし、解決策を発信する創造的な学習活動を展開する。 

ウ 特別活動 

① 異学年交流を通して、互いに「認め合い」「高め合う」望ましい人間関係を育成する。行事

運営、奉仕活動、協働制作など縦割り班単位の活動を充実させ、学年に応じた役割意識、

リーダーシップを育む中で、自己有用感を実感させる。 

② 第５、６学年が実施する集団宿泊的行事において、係活動等を通して自主的・実践的態度

を育成すると共に、海・山での自然体験活動の充実を図り、豊かな人間性を育む。 

 

（２）「特別の教科 道徳」を要とする道徳教育 

① よりよく生きるための基礎となる道徳性を養うため、道徳教育推進教師を中心として、道

徳教育全体計画及び別葉を基にした計画的な道徳教育を行い、児童一人ひとりが自己の生

き方について考えることができるようにする。 

② 「親切、思いやり」、「規則の尊重」、「自然愛護」を特に重点内容項目として授業の充実

を図る。他者の気持ちを自分のこととして考えたり、多様な考え方に触れたりする授業を

通して、道徳的価値の理解を深め、道徳授業地区公開講座などの機会を活用し、家庭、地

域社会と連携し、一貫性のある道徳教育の充実を図る。 

 

（３）キャリア教育 

① 学期の節目や学校行事への取組を通し、「はちおうじっ子キャリア・パスポート」を作成

する。児童同士の話し合いを通して自己の成長や課題を客観的に自覚し、肯定的に捉え、

次なる適切な目標を設定するための手段とする。また、義務教育９年間の継続した児童理

解の資料として、異校種間でも活用する。 

② 身近な大人から話を聞き、その生き方を学ぶ機会を計画的に設定する。社会的・職業的な

自立の基盤となる望ましい勤労観等を身に付け、児童が自分の将来に夢がもてるよう、キ

ャリア教育全体計画を基に、各教科等を通して身に付ける力を明確にして指導を行う。 

③ 近隣中学校と連携して、児童と中学生との直接的な交流活動を実施する。体験的な活動を

通して、中学校の部活動や行事等について理解を深め、児童が自己の将来に夢や希望をも

ち、主体的に自らの進路について考えることができるようにする。 
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（４）特別支援教育 

① 校内特別支援委員会を定期的に開催し、内容を全教職員で共有することで、組織的・計画的
な教育相談や特別支援教育の充実を図る。 

② 専門機関(教育センター巡回相談チーム等)と連携を図り、特別な支援を必要とする児童の学
校生活支援シートや連携型個別指導計画を作成し、組織的で個に応じた支援の充実を図る。 

③ 連携型個別指導計画に基づき、主に特別支援教室において、人間関係形成、感覚把握、身体
の動き、社会適応力を伸長させ、在籍学級での対人関係や情緒の安定を図る。 

（５）生活指導 
  ア  生活指導 

① 「南大沢地区スタンダード」「南大沢小学校のやくそく」には児童の声を取り入れ毎年見直
しながら周知徹底する。学校と家庭が連携して児童の規律ある生活態度と遵法精神を養う。 

② さまざまな状況設定での避難訓練を実施し、防災意識を高めると共に、セーフティ教室など
で、低学年時より児童が自己の身を守るために必要な知識や行動を身に付けさせる。 

③ 『八王子市教育委員会「生命（いのち）の安全教育」指導の手引き』を活用した安全教育を教
育活動全体の中で行い、生命の尊さや性暴力、性犯罪の背景を理解し、自他を尊重する態度を
身に付けさせる。                                 

④ スクールカウンセラーによる全児童の面談を実施し、児童理解、児童の教育相談の活用啓発の
機会とする。 

 イ いじめ防止等の取組 

① 週１回の「いじめ対応のための時間」の活用するとともに、スクールカウンセラー、スクー
ルロイヤー等を講師とした研修を行い知見を得て、いじめの防止や早期発見、組織的な対応
に活かす。 

②「八王子市いのちの大切さを共に考える日」には校長講話とともに全学年で「生命尊重」に関
連した「特別の教科 道徳」の授業を行う。 

   ウ 不登校児童への支援等 

①  不登校・不登校傾向にある児童に対し、家庭や外部機関と連携し別室登校や関係機関の活
用など、多様な教育機会、居場所を保障し、児童の社会的自立の支援に努める。 

② 登校支援コーディネーターを中心にスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーな
どの関係諸機関と連携しながら、児童の状態に即した対応を迅速に組織的に推進する。 

（６）特色ある教育活動 

ア 義務教育９年間を見通した小中一貫教育の取組 
   （取組１）運動会に向けた中学生による小学生への走法指導、南大沢中学校合唱祭への児童の 

参加、南大沢中生徒の小学校での職場体験等を実施して、小学生が中学生にあこがれの気
持ちを育む機会を設けるとともに、中学生は小学生と活動することを通して他人を思いや
る心を育む。 

   （取組２）９年間を見通した家庭学習の充実のため、学力定着プロジェクトチームが中心となり、
1 人 1 台の学習用端末を利用したドリル型学習コンテンツ等の活用方法を共有・推進する。
また、南大沢中教員が小学校へ赴き、年間を通して授業や授業補助を行うことで、中学校
での学習に必要な基礎的学力の定着と確認を小中の教員が連携して行えるようにする。 

（取組３）グループとして誰一人取り残さず見守り、育成するために、児童・生徒の諸情報を小
中一貫教育の日を中心に定期的にグループで共有し、共通理解を深める。 

   （取組４）南大沢地区青少年対策委員会と連携し、地域防災訓練、地域清掃、地域挨拶運動への
児童・生徒参加を促進し、地域に親しみ、地域に学び、地域を考え、地域に貢献する態度の
育成を図る。 

  イ 学力向上の取組 
① 「はちおうじっ子ミニマム」の定着の為、ドリル型学習コンテンツを活用した家庭学習の提

示等を通し、家庭と連携して家庭学習の充実を図る。 
ウ その他 
① 南大沢中学校グループとしてプレゼンテーション能力の育成を重点的な取組とし、「情報活

用能力系統表」を活用し、発達段階に応じた指導の充実を図る。 
② 「短い時間を活用した教科等指導」や宿題等で 1人１台の学習用端末を活用し、基礎的学力

の定着を図る。 

③ 「南大沢小学校２０２０レガシー」では、「日本人の自覚と誇り」として養蚕文化の体験的な
学習、小山内裏公園保全活動、稲作活動などの環境教育を行う。 

④ 新入生が学校生活を円滑に始められるように「保幼小連携の日」等に第１・第５学年が実施
する交流活動の充実やスタートカリキュラムの活用を図る。 

⑤ 児童・生徒の地域活動等について、通知表の保護者記入欄を通して学校で把握する。 
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３ 学年別授業日数及び授業時数の配当 

（１）年間授業日数配当表 

                                             

（２）各教科等の年間授業時数配当表（１単位時間は、45分とする。） 

       学 年 

領 域 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

各 

 

 

教 

 

 

科 

国  語 ３０６ ３１５ ２４５ ２４５ １７５ １７５  

社  会   ７０ ９０ １００ １０５  

算  数 １３６ １７５ １７５ １７５ １７５ １７５  

理  科   ９０ 105(２) 105(２) 105(２)  

生  活 １０２ １０５      

音  楽 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０  

図画工作 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０  

家   庭     ６０ ５５  

体   育 １０２ １０５ １０５ １０５ ９０ ９０  

外 国 語     ７０ ７０  

小  計 ７８２ ８４０ ８０５ ８４０(2) ８７５(2) ８７５(2)  

特別の教科 道徳 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５  

外国語活動   ３５ ３５   

総合的な学習の時間   ７０（１０） ７０（１０） ７０（１０） ７０（１０） 
 

特別活動（学級活動） ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５  

総    計 ８５０ ９１０ ９８０（１０） １０１５（１２） １０１５（１２） １０１５（１２） 
 

    月 

学年 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合   計 

１ 16 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 16 203 

２ 17 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 16 204 

３ 16 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 16 203 

４ 16 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 17 204 

５ 17 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 17 205 

６ 17 20 21 14 3 20 22 19 18 16 18 16 204 

備 考 

・１学期始業式４月７日(月) 第１学年は、入学式前のため授業日数１日減。 

・入学式４月８日(火) 第３学年と第４学年は入学式に参加しないため、授業日数１日減。 

・卒業式３月２４日(火) 第１学年～第３学年までは卒業式に参加しないため、授業日数１日減。 

・修了式３月２５日(水) 第６学年は修了式に参加しないため、授業日数１日減。 

・夏季休業日は７月２１(月)から８月２６日(火)までとする。 

・都民の日 １０月１日(水)を授業日とする。 
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備      考 

ア その他の授業時数 

 
       学年 

区分 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

児童会 

活動 

児童会集会活動 5 6 6 6 6 7 

委員会活動     11 11 

クラブ活動    20 20 20 

学校行事      33 1/3 34 37 1/3 51 60 1/3 66 

学級・学年裁量の時間 26 9 6 6 6 6 

 

イ １単位時間 

・１単位時間は４５分とする。 

・クラブ活動は１単位時間６０分の１５回とする。 

 

ウ 各教科等の授業時数の確保に関する手だて 

・「短い時間を活用した教科等指導」を全学年実施する。火・金の朝８時２０分から８時３５分まで

の１５分間に行う。 

 第１学年 ３６回 １２時間 国語科・算数科 第２学年 ３６回 １２時間 国語科・算数科 

 第３学年 ４５回 １５時間 国語科・算数科 第４学年 ４５回 １５時間 国語科・算数科 

 第５学年 ６０回  ２０時間 国語科・算数科・外国語科 第６学年 ６０回  ２０時間 国語科・算数科・外国語科 
・第２学年 ３学期より、金曜日５時間授業。 計８時間増   ・第２学年 ５月２日(金) 離任式のため１時間増。 

・第６学年 ６月６日(金)プール準備のため１時間増。     ・第１・２学年 ６月10日(火) 集団下校訓練のため１時間増。 

・第６学年 ６月11日(水)こころの劇場観劇のため１時間増。   ・第３～６学年 ６月13日(金)子ども祭り準備のため１時間増。 

・第２学年 ６月13日(金) 子ども祭り準備のため１時間増。   ・第３学年 ７月３日(木) 社会科見学のため１時間増。  

・第６学年 ７月９日(水) 小中交流のため１時間増。         ・第６学年 ７月12日(土)14日(月) 移動教室のため１時間増。 

・第５学年 ９月５日(金) 移動教室のため１時間増。      ・第４学年 ９月26日(金) 社会科見学のため１時間増。 

・第３学年10月16日(木) 避難訓練コンサートのため１時間増。  ・第４～６学年 10月24日(金) 運動会準備のため１時間増。  

・第１・２学年 11月７日(金) 全校遠足のため１時間増。   ・第５・６学年 11月14日(金) 展覧会準備のため１時間増。 

・第５・６学年 11月28日(金) 展覧会鑑賞のため１時間増。  ・第６学年 12月５日(金) 社会科見学のため１時間増。   

・第５学年 １月16日(金) 社会科見学のため１時間増。       ・第５学年 ２月27日(金) 卒業式準備のため１時間増。  

・第４～６学年 ３月18日(水) 卒業式予行のため１時間増。 

 

エ 長期休業中に位置付ける各教科等の授業時数及び内容 

・第３学年～第６学年において、総合的な学習の時間、郷土学習の調べ学習を１０時間行う。 

 第３学年「八王子のこれからを考えよう」   

第４学年「八王子で受け継がれている伝統文化やお祭りを調べよう」 

   第５学年「南小産の米作り」    第６学年「まるごと日光！」 

・夏季休業中、コンクール出品。理科 「自由研究」 ４～６年 ２時間 

 

オ 授業時数に位置付けない教育活動     

・短い時間を活用した教科等指導や朝会、集会のない朝に、朝学習、朝読書を１５分間設定する。 

・保護者の図書ボランティアの読み聞かせを（火）の朝に１５分間設定する。 

・放課後、夏季休業中に、学年の実態に応じて補習教室などを行う。 

 

カ その他 

・第１学年・第２学年は、外国語活動を年間３時間（裁量）行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


